
平面図の作成例

105

ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-09，10

一の図面に各内容を記載することにより
図面が繁雑となり見えづらくなる場合は、
他の図面に内容を記載したり、別図面を
作成する方法もあります。

回り階段の場合は
踏面の狭い方から
30cmの場所が
踏面の幅です。

寝室として使用する室の
場合、住宅用火災報知器
が必要です。室名の下に
（寝室）と記載が必要です。

立面図・断面図の作成例

106

ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-11，12

道路斜線の検討を行っ
てください。



構造詳細図の作成例

107

ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-13，14

告示、大臣認定等の構造方法を明示（外
壁材・外部構造用面材・断熱材・内部の
仕上材料等で構成されている材料・厚
さ等を明示）

床面積・見付面積計算表の作成例

108

ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-15，16

見付面積は、各階の床面から1.35ｍ以下の部分を除いた面積です。
壁の厚さや屋根の厚さを考慮します。（詳細版P87参照）



壁量判定 兼 耐力壁図の作成例

109

ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-17，18

四分割法判定の作成例

110

ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-19，20



構造の安全性の確認
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ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-22

構造の安全性の確認
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ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-22



構造の安全性の確認
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ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-23

構造の安全性の確認
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ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-23



構造の安全性の確認

115

ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-24

ダイジェスト版、マニュアルの早見表、表
計算ツールの「床面積」に「小屋裏面積」
を含めるかどうかの記載が異なっていま
す。
（公財）日本住宅・木材技術センターが公
表している表計算ツールの現在公開中の
表は「含めなくてよい」に修正されていま
すのでご注意ください。
※申請時の最新版を使用してください。

※申請時の最新版を使用してください。

構造の安全性の確認

116

ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-24



構造の安全性の確認
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ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-25

構造の安全性の確認
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ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-25



構造の安全性の確認

119

①N値計算法
簡単な計算が必要ですが、実際の引き抜き力に見合った接合金物を選択できます。

②告示の仕様
計算は不要ですが、①よりも耐力にゆとりを持った接合金物を選択することになります。
対象は階高3.2ｍ以下に限られます。

ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-26

構造の安全性の確認

120

ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-26

マニュアル第
２版から計算
式 と 赤 字 部
分 が 修 正 さ
れ ま し た の
で、ご注意く
ださい。



構造の安全性の確認 ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-27

121

構造の安全性の確認
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ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-27



構造の安全性の確認
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ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-28

構造の安全性の確認

124

ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ
P-28


